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地
域
の
皆
様
に
は
、
新
型
転
換
炉
原
型
炉

ふ
げ
ん
の
廃
止
措
置
に
対
し
、
日
頃
か
ら
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
心
か
ら
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
本
年
４
月
よ
り
、
所
長
に
就
任
し

ま
し
た
櫻
井
で
す
。

「
ふ
げ
ん
」
で
は
、
安
全
第
一
に
、
環
境

負
荷
を
で
き
る
限
り
低
減
し
な
が
ら
廃
止
措

置
を
進
め
る
方
針
の
も
と
、
国
内
初
の
大
型

軽
水
炉
の
廃
止
措
置
と
し
て
、
先
駆
的
に
廃

止
措
置
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、

系
統
設
備
等
の
除
染
や
タ
ー
ビ
ン
関
連
設
備

の
解
体
撤
去
を
進
め
る
と
と
も
に
、
２
０
１

８
年
度
か
ら
解
体
に
よ
っ
て
発
生
し
た
資
材

を
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
よ
う
に
、
ク
リ
ア
ラ

ン
ス
制
度
（
※
）
の
適
用
に
向
け
た
取
組
み
を

開
始
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
は
使
用
済

燃
料
の
搬
出
に
向
け
た
準
備
作
業
を
進
め
る

と
と
も
に
、
原
子
炉
本
体
周
り
の
機
器
の
解

体
及
び
今
後
の
原
子
炉
本
体
の
解
体
に
備
え

た
解
体
計
画
の
策
定
や
研
究
開
発
等
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

引
き
続
き
、
安
全
確
保
を
最
優
先
に
合
理

的
な
廃
止
措
置
を
目
指
し
て
、
地
域
の
企
業

の
皆
様
と
も
積
極
的
に
連
携
し
つ
つ
所
員
一

同
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

期
間
を
３
つ
に
区
切
り
、 

段
階
的
な
解
体
撤
去
を

「
ふ
げ
ん
」
で
２
０
２
３
年
度
よ
り
着
手

予
定
の
原
子
炉
本
体
の
解
体
撤
去
で
は
、
放

射
線
被
ば
く
低
減
の
た
め
、
解
体
用
プ
ー
ル

を
設
け
、
遠
隔
操
作
に
よ
る
水
中
解
体
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
そ
の
準
備
作
業
と
し
て
、

２
０
１
９
年
度
か
ら
原
子
炉
本
体
周
辺
の
約

２
，０
０
０
ト
ン
に
及
ぶ
機
器
・
配
管
等
の

本
格
的
な
解
体
撤
去
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
原
子
炉
本
体
周
辺
の
設
備
に

は
、
大
型
機
器
で
あ
る
蒸
気
ド
ラ
ム
や
原
子

炉
再
循
環
ポ
ン
プ
等
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
狭
い
密
集

し
た
空
間
に
大
量
の
配
管
や
機
械
装
置
等
が

配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
解
体
作
業
を

安
全
か
つ
合
理
的
に
進
め
る
た
め
に
、
廃
止

措
置
計
画
に
お
け
る
「
原
子
炉
周
辺
設
備
解

体
撤
去
期
間
（
２
０
１
８
年
度
～
２
０
２
２

年
度
）」
を
さ
ら
に
３
つ
の
期
間
に
分
け
段

階
的
に
解
体
撤
去
を
進
め
、
現
場
で
得
ら
れ

た
デ
ー
タ
や
知
見
等
を
逐
次
後
の
作
業
工
程

に
反
映
し
て
い
ま
す
。

第
１
期
間
と
し
て
計
画
し
た
「
原
子
炉
建

屋
内
Ａ
ル
ー
プ
側
機
器
等
の
解
体
撤
去
作

業
」
は
２
０
１
９
年
７
月
に
着
手
し
、
約
２

７
０
日
間
の
作
業
を
経
て
、
２
０
２
１
年
３

月
に
完
了
し
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
4
月
、
新
型
転
換
炉
原
型
炉
「
ふ
げ
ん
」
所
長
に
櫻
井
直
人

が
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
就
任
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
所
長
就
任
の
ご
挨
拶

※
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
制
度
と
は

原
子
力
発
電
所
の
運
転
や
廃
止
措
置
に
伴
っ
て

発
生
す
る
放
射
性
廃
棄
物
の
う
ち
、
放
射
性
物

質
の
放
射
能
濃
度
が
低
く
、
人
体
へ
の
影
響
が

ほ
と
ん
ど
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
国
の
認
可
・

確
認
を
得
て
、
普
通
の
廃
棄
物
と
し
て
再
利
用

又
は
処
分
で
き
る
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
で
は
、

１
年
間
に
１
人
当
た
り
が
受
け
る
自
然
放
射
線

（
世
界
平
均
）
２
．４
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
あ
る

の
に
対
し
、
０
．０
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下

と
な
る
よ
う
に
基
準
値
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

新型転換炉原型炉ふげん
所長　櫻 井  直 人

本
作
業
で
は
、
設
備
や
配
管
等
が
密
集
し

た
高
所
か
つ
狭
い
環
境
に
お
け
る
適
切
な
工

具
を
選
定
す
る
ル
ー
ル
化
等
の
安
全
確
保
対

策
に
関
す
る
知
見
が
多
数
得
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
夏
季
に
お
い
て
重
装
備
（
呼
吸
保
護

具
等
の
多
重
な
防
護
装
備
）
を
必
要
と
す
る

放
射
性
汚
染
や
石
綿
等
の
有
害
物
質
の
取
扱

い
作
業
、
熱
的
工
法
を
用
い
た
切
断
作
業
実

施
時
に
お
け
る
労
働
災
害
の
発
生
リ
ス
ク
を

低
減
す
る
必
要
性
等
を
確
認
し
ま
し
た
。

全
体
の
総
括
と
し
て
、
受
注
企
業
と
意
見

交
換
の
場
を
設
け
ま
し
た
。
作
業
に
お
け
る

反
省
点
や
次
回
へ
の
反
映
事
項
を
中
心
に
、

作
業
者
の
被
ば
く
低
減
対
策
、
実
効
的
な
安

全
確
保
対
策
等
、
今
後
の
作
業
の
改
善
に
つ

な
が
る
意
見
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

技
術
的
知
見
や
安
全
確
保
対
策
を 

取
り
入
れ
て
確
実
な
廃
止
措
置
へ

２
０
２
１
年
３
月
か
ら
は
第
２
期
間
と
し

て
「
原
子
炉
建
屋
内
Ｂ
ル
ー
プ
側
機
器
等
の

解
体
撤
去
作
業
」
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
Ｂ

ル
ー
プ
側
の
作
業
で
は
、
Ａ
ル
ー
プ
側
と
同

構
成
の
原
子
炉
冷
却
系
設
備
等
に
加
え
、
新

た
に
制
御
棒
駆
動
設
備
等
の
解
体
撤
去
を
実

施
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
作
業
で
得
ら
れ
た

技
術
的
知
見
や
実
効
的
な
安
全
確
保
対
策
を

取
り
入
れ
つ
つ
、
今
後
の
作
業
の
進
捗
で
得

ら
れ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
し
っ
か
り
と
反
映
し
て
、

原
子
炉
周
辺
設
備
の
解
体
撤
去
作
業

原
子
炉
周
辺
設
備
の
解
体
撤
去
作
業

「�
安
全
確
保
を
最
優
先
に
合
理
的
な�

廃
止
措
置
を
」
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「
ふ
げ
ん
」
で
は
、
廃
止
措
置
計
画

に
基
づ
き
、
使
用
済
燃
料
の
搬
出
に
向

け
、
２
０
１
８
年
10
月
に
締
結
し
た
準

備
契
約
に
基
づ
い
て
、
新
し
く
製
作
す

る
輸
送
容
器
の
設
計
承
認
を
原
子
力
規

制
委
員
会
に
申
請
し
、
２
０
２
１
年
５

月
に
承
認
を
受
け
ま
し
た
。
現
在
、
輸

送
容
器
の
材
料
の
調
達
、
製
作
に
も
着

手
し
て
い
ま
す
。
製
作
に
あ
た
っ
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
と
し
て
、
製
作
工
場
で
の
進
捗
状
況

等
に
つ
い
て
ウ
ェ
ブ
カ
メ
ラ
を
活
用
し

た
リ
モ
ー
ト
確
認
を
行
う
等
の
取
組
み

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
安
全
最
優
先
で
計
画
通
り

に
使
用
済
燃
料
の
搬
出
が
で
き
る
よ

う
、
設
備
整
備
も
並
行
し
て
実
施
し
、

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ふ
げ
ん
使
用
済
燃
料

搬
出
に
向
け
た

準
備
状
況
に
つ
い
て

製作している輸送容器の外観図
（イメージ図）

輸送容器の仕様
外径 約2.2m
全長 約6.8m
重量 （燃料収納時） 約80トン
燃料収納体数 32体

次
に
計
画
し
て
い
る
第
３
期
間
の
蒸
気
ド
ラ

ム
な
ど
の
重
量
物
解
体
撤
去
を
目
指
し
「
ふ

げ
ん
」
一
体
と
な
っ
て
安
全
確
保
の
徹
底
と

効
率
的
か
つ
確
実
な
廃
止
措
置
作
業
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

な
お
、「
原
子
炉
建
屋
内
Ｂ
ル
ー
プ
側
機

器
等
の
解
体
撤
去
作
業
」
を
対
象
に
、
福
井

県
内
企
業
の
廃
止
措
置
工
事
へ
の
参
入
促
進

切断後切断中切断前 （断熱材撤去状態）

原子炉本体周辺
解体撤去範囲

蒸気ドラム蒸気ドラム

配管（※上昇管）配管（※上昇管）

Aループ側機器等の
解体撤去範囲

Bループ側機器等の
解体撤去範囲

※上昇管
　直径約90mm×肉厚約8mm
　材質：ステンレス（SUS304）
　A・B各ループに112本

原子炉建屋内Aループ側 機器配管切断

の
一
環
と
し
て
、
２
０
２
１
年
５
月
27
日
、

公
益
財
団
法
人
若
狭
湾
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ

ン
タ
ー
主
催
の
「
廃
止
措
置
工
事
に
係
る
元

請
会
社
と
の
情
報
交
換
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

原
子
力
機
構
は
、
今
後
も
福
井
県
内
企
業

へ
の
廃
止
措
置
工
事
に
係
る
情
報
提
供
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

「ふげん」のロゴマーク
慈悲の象徴の普賢菩薩が乗って居られる

「象」をイメージしたものふげんREPORT
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もんじゅREPORT「もんじゅ」のロゴマーク
智慧の象徴の文殊菩薩が乗って居られる 

「獅子」をイメージしたもの

「廃止措置計画課」の新設
「もんじゅ」では、今後の廃止措置作業の検討体制を強化するため、

2021年4月1日に「廃止措置計画課」を新設しました。

現
在
、「
も
ん
じ
ゅ
」
で
は
、
廃
止
措
置

計
画
の
第
１
段
階
と
し
て
、
燃
料
体
を
燃
料

池
に
移
送
す
る
作
業
を
実
施
し
て
お
り
、
２

０
２
３
年
度
よ
り
、
廃
止
措
置
計
画
の
第
２

段
階
と
し
て
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
機
器
の
解
体
準

備
作
業
や
、
水
・
蒸
気
系
等
発
電
設
備
の
解

体
撤
去
に
着
手
す
る
計
画
で
す
。
こ
の
第
２

段
階
の
開
始
に
向
け
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
機
器
解

体
に
向
け
た
準
備
作
業
や
水
・
蒸
気
系
等
発

電
設
備
を
含
む
原
子
炉
施
設
の
本
格
的
な
解

体
の
た
め
の
様
々
な
技
術
的
課
題
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
検
討
体

制
を
強
化
し
、
第
２
段
階
以
降
の
廃
止
措
置

作
業
に
円
滑
に
着
手
で
き
る
よ
う
、
２
０
２

１
年
４
月
１
日
に
「
廃
止
措
置
計
画
課
」
を

新
設
し
ま
し
た
。

第
２
段
階
で
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
機
器
の
解
体

準
備
や
水
・
蒸
気
系
等
発
電
設
備
の
解
体
撤

去
に
向
け
、
着
手
ま
で
に
様
々
な
技
術
的
課

題
の
解
決
や
安
全
な
作
業
体
制
の
確
立
な
ど

の
準
備
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
準

備
を
着
実
に
実
施
す
る
た
め
、
廃
止
措
置
計

画
課
内
に
「
解
体
戦
略
チ
ー
ム
」、「
廃
棄
物

戦
略
チ
ー
ム
」、「
業
務
戦
略
チ
ー
ム
」
の
３

チ
ー
ム
を
設
置
し
て
重
点
的
に
検
討
を
進
め

る
と
と
も
に
、
現
在
、
原
子
炉
施
設
の
保
安

業
務
に
従
事
し
て
い
る
他
課
と
連
携
し
、「
も

ん
じ
ゅ
」
全
体
が
一
体
感
を
持
っ
て
戦
略
的

な
廃
止
措
置
活
動
に
取
り
組
む
た
め
の
計
画

策
定
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

「
も
ん
じ
ゅ
」
の
廃
止
措
置
は
、
国
内
で

初
め
て
の
高
速
増
殖
炉
の
廃
止
措
置
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
検
討
す
べ
き
課
題
は
数
多

く
あ
り
ま
す
が
、
我
々
、「
も
ん
じ
ゅ
」
の

技
術
者
は
や
り
が
い
を
強
く
感
じ
て
お
り
、

一
丸
と
な
っ
て
、
安
全
確
保
を
最
優
先
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

一
体
感
を
持
ち
、 

戦
略
的
な
廃
止
措
置
活
動
を

廃
止
措
置
計
画
課
長
　
城　

  

隆 

久

第1段階
燃料体取出し期間

第2段階
解体準備期間

第3段階
廃止措置期間Ⅰ

第4段階
廃止措置期間Ⅱ

「もんじゅ」廃止措置工程

解体戦略チーム課 長 マネージャー

廃棄物戦略チーム

業務戦略チーム

廃止措置計画課体制図

「もんじゅ」体制図

計 画 管 理 課

廃止措置計画課

機 械 保 全 課

電 気 保 全 課

施 設 保 全 課

燃 料 環 境 課

施 設 管 理 課

廃止措置部

管　理　課

所 長

安全・品質保証部

新設
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廃止措置計画課各チーム業務紹介
廃止措置計画課に設置された3つのチームの役割と業務内容をご紹介します。

◉解体戦略チーム──────────────────────
解体戦略チームは、「もんじゅ」設備・機器の解体に
係る技術的課題の解決に向けた検討に取り組んでいま
す。特に「もんじゅ」は化学的に活性なナトリウムを内
包する大型機器を複数有していることから、その解体作
業は、安全を最優先に、技術的に合理性のある工法で実
施していく必要があります。そこで、「もんじゅ」のナ
トリウム機器解体に係る技術基盤を確立するため、国内
外の技術・知見を活用しながら、ナトリウム機器解体に
共通する技術的課題を整理し、「もんじゅ」に適した技
術となるよう開発に取り組んでいます。第2段階では、「も
んじゅ」で最初の本格的な解体となる水・蒸気系等発電
設備の解体撤去作業や、ナトリウム機器の解体準備の一

つとして、ナトリウム系統内に保有するナトリウムを抜
き出し、サイト外に搬出する作業に着手する予定です。
これら作業の技術的課題を確実に抽出・検討し、安全最
優先で合理的に作業が実施できるような計画の策定に向
けて戦略的に取り組んでいきます。

◉業務戦略チーム──────────────────────
業務戦略チームは、安全確保を最優先に「もんじゅ」
の廃止措置を円滑に進められるよう、解体戦略チーム及
び廃棄物戦略チームによる技術的課題の解決に向けた検
討を踏まえ、「もんじゅ」全体の設備・機器をいつ頃、
どのような順序で解体することが最適か、「もんじゅ」
の廃止措置計画全体を俯瞰した戦略的な全体スケジュー
ルの策定・検討に取り組んでいます。また、全体スケ
ジュールの管理を実施するには、これまで「もんじゅ」
で培ってきた工程管理の知見に加え、解体技術や廃棄物
管理に関して検討する膨大な情報を確実に反映する必要
があります。そのため、IT技術を積極的に活用してい
きます。更に、第2段階に向けた保安体制の構築準備と

して、廃止措置が先行している「ふげん」や軽水炉の情
報を積極的に活用し、戦略的な業務管理に取り組んでい
きます。

◉廃棄物戦略チーム─────────────────────
廃棄物戦略チームは、「もんじゅ」設備・機器の解体
により発生する放射性廃棄物を安全に処理・処分するた
めの技術的課題の解決に向けた検討に取り組んでいま
す。放射性廃棄物は、気体・液体・固体の性状及び放射
能レベルに応じて、それぞれ厳重に管理し、適切に処理・
処分しなければなりません。第2段階では放射性廃棄物
が大量に発生するような本格的な解体作業は計画されて
いませんが、各設備、機器の放射能レベル区分を推定し、
建物、機器、配管等の重量を基に廃棄物量を試算した上
で、放射性廃棄物の発生から処理・処分に至るプロセス
の最適化を図ることと、処理・処分の計画策定に向けて
戦略的に取り組んでいきます。 元素分析の試料選定作業風景元素分析の試料選定作業風景

原子炉容器3Dモデルを用いた解体検討風景原子炉容器3Dモデルを用いた解体検討風景

建屋内3D情報を用いた検討風景建屋内3D情報を用いた検討風景
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つるそうけんNEWS （「つるそうけん」とは、
敦賀総合研究開発センターの略称です。）

新試験研究炉トピックス

若
年
層
へ
の
教
育
支
援
活
動
の
推
進

原
子
力
機
構
で
は
、
小
中
学
校
に
通
う
児
童
・
生
徒
を
対
象
と
し
た
理
科

教
育
の
支
援
活
動
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
徹

底
し
た
う
え
で
実
施
し
た
２
０
２
０
年
度
の
活
動
の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

２
０
２
０
年
度
よ
り
小
学
校
で
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

原
子
力
機
構
で
は
昨
年
12
月
～
本
年
２
月
に

敦
賀
市
内
11
の
小
学
校
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

用
教
材
を
使
っ
た
授
業
の
実
施
に
協
力
し
ま

し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
で
遊
び
な
が
ら
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
の
基
礎
を
学
べ
る
教
材
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
作
業
の
支
援
等
、
授
業
の

準
備
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
（
写
真
①
）。

ま
た
、
本
年
３
月
に
は
敦
賀
市
の
原
子
力

科
学
館
「
あ
っ
と
ほ
う
む
」
に
「
キ
ラ
キ
ラ

光
の
万
華
鏡
作
り
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
ブ
ー

ス
を
出
展
し
、
約
１
０
０
名
の
子
ど
も
た
ち

が
万
華
鏡
を
作
成
し
ま
し
た
（
写
真
②
）。
ま

た
、
美
浜
町
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
体
験

館
「
き
い
ぱ
す
」
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、

紫
外
線
を
当
て
る
と
緑
色
の
蛍
光
を
放
つ

「
ウ
ラ
ン
ガ
ラ
ス
」
を
展
示
し
ま
し
た
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
約
50
名
の
子
ど
も
た
ち

が
紫
外
線
に
よ
っ
て
樹
脂
が
固
ま
る
現
象
を

用
い
た
「
Ｕ
Ｖ
レ
ジ
ン
ス
ト
ラ
ッ
プ
」
を
作

り
ま
し
た
（
写
真
③
）。

こ
の
よ
う
に
、
原
子
力
機
構
で
は
、
小
中

学
校
の
理
科
教
育
で
用
い
る
教
材
の
提
供
、

科
学
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
扱
う
イ
ベ
ン
ト
等
へ

の
協
力
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
授
業
へ
の
講

師
派
遣
な
ど
の
教
育
支
援
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。
今
後
も
子
ど
も
た
ち
が
理
科
に
親
し

み
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
心
を
持
ち
、
考
え
て

も
ら
え
る
機
会
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

原
子
力
機
構
は
、
福
井
大
学
、
京

都
大
学
と
と
も
に
、「
も
ん
じ
ゅ
」

敷
地
内
に
設
置
す
る
新
た
な
試
験
研

究
炉
の
概
念
設
計
及
び
運
営
の
在
り

方
の
検
討
を
行
う
中
核
的
機
関
に

選
定
さ
れ
、
昨
年
度
に
は
、「
も
ん

じ
ゅ
」
敷
地
内
の
ボ
ー
リ
ン
グ
（
地

質
）
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

概
念
設
計
や
運
営
の
在
り
方
の
検
討

に
際
し
て
は
、
地
元
関
係
機
関
、
学

術
界
等
、
幅
広
い
ニ
ー
ズ
を
有
す
る

関
係
機
関
で
構
成
さ
れ
る
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
委
員
会
を
設
置
し
、
意
見
を

集
約
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
第
１
回
会
合
を
、
２
０
２
１

年
３
月
23
日
、

敦
賀
市
内
の

福
井
大
学
附

属
国
際
原
子

力
工
学
研
究

所
で
開
催
し

ま
し
た
。

会
合
に
は
、

福
井
県
、
敦

賀
市
、
福
井

県
商
工
会
議

所
連
合
会
、

敦
賀
商
工
会

議
所
、
地
元 

企
業
、
地
元
研
究
機
関
を
は
じ
め
、

関
係
学
会
や
原
子
力
・
放
射
線
利
用

に
関
係
す
る
産
業
界
か
ら
の
委
員
の

方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、「
も
ん
じ
ゅ
」
敷
地
内

の
ボ
ー
リ
ン
グ
（
地
質
）
調
査
を
進

め
る
と
と
も
に
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

委
員
か
ら
様
々
な
ご
意
見
を
伺
い
な

が
ら
、
新
た
な
試
験
研
究
炉
の
概
念

設
計
や
運
営
の
在
り
方
の
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

( https://w
w
w
.jaea.go.jp/

new
s/new

sbox/2021/032301/
s01.pdf )

「
も
ん
じ
ゅ
」
敷
地
内
に
設
置
す
る

新
た
な
試
験
研
究
炉
に
つ
い
て

　
　
〜
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
委
員
会
の
開
催
〜

写真③　「UV レジンでストラップ」

写真②　「キラキラ万華鏡をつくろう」

写真①　 ブロック型プログラミング教材を  
使った支援風景

もんじゅサイトに設置する新たな試験研究炉の
概念設計及び運営の在り方検討実施体制

2021年3月23日　敦賀市内の福井大学にて開催
6



つ る ほ ん だ よ り

ご
意
見
は
内
部
で
共
有
す
る
と
と
も
に
︑

今
後
の
業
務
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
︒

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構 

敦
賀
事
業
本
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
７
７
０
（
23
）
３
０
２
１

●
一
般
市
民
向
け
に
も
う
少
し
平
易
な

文
言
を
使
用
し
た
方
が
良
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

原
子
力
技
術

へ
の
信
頼
が
薄
れ
て
き
て
、原
子
力

機
構
の
役
割
は
極
め
て
大
き
く
な
っ

て
お
り
、益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。 

（
敦
賀
市
・
男
性
）

●
あ
っ
ぷ
る
の
活
動
は
子
ど
も
た
ち
に

電
気
の
大
切
さ
な
ど
を
分
か
っ
て
も

ら
え
る
よ
い
き
っ
か
け
で
す
。
こ
う

い
う
活
動
は
よ
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。 

（
美
浜
町　

女
性
）

●
つ
る
ほ
ん
だ
よ
り
に
現
状
ニ
ュ
ー
ス

を
よ
り
多
く
載
せ
て
、地
域
住
民
に

知
ら
せ
て
ほ
し
い
。 

（
美
浜
町
・
男
性
）

●
表
紙
を
見
て
、敦
賀
の
新
幹
線
の
進

み
具
合
が
わ
か
っ
て
よ
か
っ
た
。
い

つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

 
 

（
福
井
市
・
女
性
）

今
回
の
表
紙
の
ご
紹
介

２
０
２
０
年
６
月
、『
海
を
越
え
た
鉄
道 

～
世
界
へ
つ
な
が
る 

鉄
路
の
キ
セ
キ
～
』

が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
の
旧
北
陸
線
の
ト
ン
ネ
ル
群
、敦
賀

市
元
比
田
に
あ
る
伊い

良ら

谷だ
に

ト
ン
ネ
ル
か
ら

は
芦あ

し

谷た
に

ト
ン
ネ
ル
を
通
し
て
曲ま

が
り
だ
に谷
ト
ン
ネ

ル
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
本
誌
に
添
付
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の

ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
一
部
を
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

ご

意

見

箱

敦賀廃止措置実証部門　高速増殖原型炉もんじゅ
廃止措置部　燃料環境課

竹内 遼太郎（たけうち りょうたろう）さん／福井県出身

「もんじゅ」の燃料環境課に配属されました。
現在は、新人研修の中で廃止措置に移行した「も
んじゅ」についての知識や操作員としての基礎知
識について学んでいます。今後の業務に携わる
にあたり、日々研修や廃止措置作業（燃料交換
／燃料処理作業等）に取り組んでいきます。操
作員としての専門知識や資格を取得し、原子力
機構の社会的な役割や位置付けを理解して、い
ち早く廃止措置業務に貢献できるよう頑張りま 
す。

敦賀廃止措置実証部門　敦賀廃止措置実証本部 
事業管理部　総務課

木本 愛可（このもと あいか）さん／長野県出身

敦賀拠点の総務課に配属となり、服務管理、給与、
旅費業務等を担当しています。皆様の大事な給与に
関わる仕事なのでしっかり自覚を持ち、ひとつひと
つの仕事を日々丁寧に行うように心掛けています。
休日には、初めての北陸、敦賀なので、海鮮など

の特産品や、美しい自然を楽しみたいです。
これから原子力機構の一員として働く中で、皆さ

んのお役に立てるよう精進していきます。また様々
な業務を通じて、原子力エネルギー技術の開発に貢
献していきたいと思います。

敦賀廃止措置実証部門　新型転換炉原型炉ふげん 
廃止措置部　計画管理課

久保田 聖唯斗（くぼた るいと）さん／福井県出身

「ふげん」の計画管理課では、廃止措置を計画に従
い進めていくため、廃止措置に伴う技術的事項に係
る調整を主な業務としています。また、廃止措置の
中で得た技術成果を機構内外へ広く普及することも
行っております。
今後、仕事を行っていく上で大切なことは、まず、

ふげん全体の設備を把握し、廃止措置およびクリア
ランスの内容について理解することと考えています。
先輩の助言を真摯に受け止め自身の糧とし、廃止
措置完遂に貢献するため頑張ります。

そのうち3名の新入職員をご紹介します。

2021年度 新入職員12名が
　　敦賀地区に配属となりました
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発
行
所 

■ 

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構 
敦
賀
事
業
本
部
＝
〒
９
１
４

−

８
５
８
５ 

敦
賀
市
木
崎
65
号
20
番
地

☎
０
７
７
０
（
23
）
３
０
２
１ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttps://w

w
w

.jaea.go.jp  （
２
０
２
１
年
6
月
発
行
）

つ
る
が
の
四
季

つ
る
が
の
四
季
─

№ 130

敦賀美浜敦賀美浜敦賀美浜

⃝

こ
の
記
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構 

敦
賀
事
業
本
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
７
７
０
（
23
）３
０
２
１

白
木
地
区
70
年
の
記
録

 「
白
木
の
あ
ゆ
み
」に
原
子
力
歴
史
構
築
賞

原
子
力
立
地
地
域
の
住
民
と
し
て 

初
め
て
の
受
賞

今
年
（
２
０
２
１
年
）
３
月
17
日
、
敦
賀

市
白
木
地
区
の
橋
本
昭
三
さ
ん
が
約
70
年
間

に
わ
た
っ
て
原
子
力
立
地
地
域
の
記
録
を

綴
っ
た
墨
書
「
白
木
の
あ
ゆ
み
」
等
の
資
料

が
一
般
社
団
法
人
日
本
原
子
力
学
会
の
原
子

力
歴
史
構
築
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

原
子
力
歴
史
構
築
賞
は
、
我
が
国
に
お
け

る
原
子
力
平
和
利
用
の
進
展
と
定
着
に
貢
献

し
た
施
設
や
実
績
、
資
料
を
顕
彰
す
る
こ
と

を
目
的
に
学
会
の
創
立
50
周
年
を
記
念
し
て

平
成
20
年
度
に
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
橋
本
さ

ん
は
、「
過
去
に
技
術
者
の
受
賞
は
あ
り
ま

し
た
が
、
地
域
住
民
か
ら
の
受
賞
は
初
と
聞

い
て
い
ま
す
。
私
の
よ
う
な
者
が
賞
を
い
た

だ
け
る
と
は
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
。
敦
賀

市
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
皆
様
に
お
礼

申
し
上
げ
た
い
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

「
も
ん
じ
ゅ
」建
設
の
詳
細
も
克
明
に

橋
本
さ
ん
が
「
白
木
の
あ
ゆ
み
」
を
書
き

始
め
た
の
は
昭
和
25
年
（
１
９
５
０
年
）。
集

落
の
会
議
で
江
戸
時
代
に
敦
賀
半
島
の
ど
の

あ
た
り
ま
で
が
白
木
地
区
の
集
落
だ
っ
た
の

か
が
議
題
に
上
が
っ
た
際
、
昔
の
記
録
が
ほ

と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、「
後

世
の
た
め
、
村
の
記
録
を
残
そ
う
」
と
一
念

発
起
さ
れ
、
20
歳
の
元
日
に
執
筆
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
当
初
、
周
囲
の
目
は

冷
や
や
か
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、「
負

け
ず
に
夜
中
に
隠
れ
て
書
き
続
け
ま

し
た
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

必
死
の
思
い
で
記
録
し
た
内
容

は
、
集
落
で
起
こ
っ
た
出
来
事
、
敦

賀
半
島
の
縄
文
時
代
か
ら
の
歴
史
、

漁
業
の
様
子
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。「
も
ん
じ
ゅ
」
を
は
じ
め
と
す

る
原
子
力
施
設
の
建
設
も
、
重
大
な
出
来
事

と
し
て
書
き
残
し
て
い
ま
す
。
外
部
の
方
の

い
ろ
い
ろ
な
意
見
、
橋
本
さ
ん
自
身
の
考
え

を
詳
細
に
記
録
す
る
と
と
も
に
、
当
時
の
新

聞
記
事
を
引
用
す
る
な
ど
事
実
関
係
を
整
理

さ
れ
、
道
路
や
漁
港
が
整
備
さ
れ
た
経
緯
な

ど
原
子
力
施
設
立
地
に
伴
う
地
域
の
変
遷
も

克
明
に
記
し
て
い
ま
す
。

原
子
力
立
地
地
域
の
約
70
年
に
も
お
よ
ぶ

歴
史
が
記
さ
れ
た
文
書
は
他
に
類
が
な
く
、

「
白
木
の
あ
ゆ
み
」
は
貴
重
な
資
料
で
あ
る

と
高
く
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。

命
あ
る
限
り
書
き
続
け
た
い

１
日
の
平
均
執
筆
枚
数
は
３
～
５
枚
、
書

け
な
い
日
も
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
メ
モ
を
残
し
、

後
日
、
筆
で
清
書
し
て
い
ま
す
。
平
成
30
年

（
２
０
１
８
年
）
に
は
、
当
初
か
ら
の
目
標
だ
っ

た
通
算
５
万
枚
を
達
成
し
ま
し
た
。「
昔
は

白
木
か
ら
敦
賀

（
市
街
地
）ま
で

五
里
と
言
わ
れ

て
い
た
の
で
、

五
里
分
は
書
こ

う
と
思
っ
て

や
っ
て
き
ま
し

た
」
と
の
言
葉

が
示
す
通
り
、

５
万
枚
を
横
に
並
べ
る
と
、
そ
の
長
さ
は
五

里
（
約
20
㎞
）
と
な
り
ま
す
。
橋
本
さ
ん
は

こ
れ
を
一
つ
の
区
切
り
と
し
、
５
万
枚
の
墨

書
を
敦
賀
市
立
博
物
館
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

次
の
目
標
で
あ
る
６
万
枚
も
今
秋
に
は
達
成

予
定
だ
と
話
し
ま
す
。

書
き
続
け
る
原
動
力
は
、「
ふ
る
さ
と
を

愛
す
る
気
持
ち
」
と
力
を
込
め
ま
す
。「
も

ん
じ
ゅ
」
に
対
し
て
も
「
白
木
と
い
う
村
が

残
れ
た
の
も
「
も
ん
じ
ゅ
」
が
来
て
く
れ
た

お
か
げ
。
感
謝
し
て
い
る
。
廃
炉
に
は
な
っ

た
が
、
安
全
第
一
に
作
業
を
進
め
、
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
期
待
を

寄
せ
て
い
ま
す
。

「
命
あ
る
限
り
書
き
続
け
た
い
。
１
０
０

年
書
き
続
け
る
こ
と
」
と
い
う
橋
本
さ
ん
。

今
日
も
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
込
め
て
筆
を

取
り
ま
す
。

「後世に役立ててもらえれば」と、 
敦賀市立博物館に寄贈された5万枚
の墨書。【平成30年（2018年）11月9日】

橋本 昭三さん（92）
「もんじゅ」誘致当時を含め、通算15回・年区長
を務める。敦賀市議会議員（5期）、敦賀市議会議
長も務め、ふるさとへの思いは人一倍強い。

3 月 19 日に敦賀市役所で
渕上市長から贈呈された
表彰盾。地域住民が受賞す
るのは初の快挙。

執筆当初は半紙にボールペンで書
いていましたが、「何百年後にも残
るように」と、墨をすり、毛筆で和
紙に書くスタイルへ。
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